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（1）
　トマス・モアをどのように理解するかは，先学の多くの研究によって色々に試みられてきたが，
必ずしも共通した解釈に到達したようには見えない。「ユートピア」にのみ焦点がしぼられること
が多く，モ『アの全作品，全生涯にわたる検討の少いことが，このような混乱をまねいている点につ
いては，すでに小論をもって指摘したことがある。1）本論で試みるのは，その一環として「リチャ
ード三世伝」を英語史の中に位置づけることを通して，トマス・モア研究への一歩を進めようとす
ることである。これは或る一面からの手がかりにすぎないことは言うまでもないが，あらゆる角度
からの接近がトマス・モア研究に必要であることを考えて，その一つのアプローチにしようとする
ものである。
　「リチャード三世伝」は1510年代に書かれているが，印刷されたのはモアの死後である。このこ
とは，生前この書が全く知られていなかったことを意味するものではないeラテン文と同時に英交
で書かれたこの作品は，未完におわってしまったが，手書きの形で読みつがれ，狭い範囲では読者
をもっていたものではなかろうか。それがやがては筆者不明のままに年代記の一部に組みこまれて
いった。これには政治的な配慮も必要であったかもしれない．モアの英語全集が初めて出るのは，
カトリック復活のメアリー女王の治世である。
　「リチャード三世伝」はモアの英文著作の第三作目である。最初に短い詩作を試みており，次に
「ピコ・デラ・ミランドラ伝」の英訳をしている。モアにとって「リチャード三世伝」が完全な英
文作品のつもりであったかどうか，疑問は残る。当時のヒューマニストの言葉であったラテン語
で，同時に「リチャード三世伝」を書かなければならなかったのは，ヒューマニス5の心境の一端
を示すものである。しかしここで，英文作品をつくりだしていこうとする姿勢を見落すことはでき
ない・一方・十五世紀宋からキャクストソにより印刷術は英国に導入され・チ＝一サTの串版やキャ
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　クストン自身の翻訳出版も行われてきていた。漸く英語の出版も盛んになる素地は生まれっっあっ
たeまた，ヘソリー八世は近代英国の蕃礎を圃めるテユーダー王朝を築きっっあった。ローマ教会
とたもとを分つ英国教会の翻立は，英語国民の形成する過程であった。そして未だ書き言葉として
不十分であった英語を，発達させる上で果したトマスーSモアの英文作品の役割は大きく，’その中で
　「リチ華　一一ド三世伝」は先駆的な意義をもっている。印刷術とヘソリー一・一入世の英国とが，モアの英
交の意味を，さらに根強く影響の大きいものとしていったと言えよう。
　　「リチャ　・一ド三世伝」を英語成立史の側面から見てみよう。印刷術の導入渉，母国語としての英
語の普及に大きな貢献をしたことは言うまでもないが，書き言葉としての英語の不完全さをかえっ
てはっきりさせた。学問の言葉としてのラテン語の優位は，数世紀にわたっていた。文法とはラテ
ン文法のことであった。当時のヒューマニストが，ラテン文を母国語で表わそうとした時，言葉も
不足し，綴字法の不統一も感じられ，母国語め不備に気付いた。モアの「リチi’　一一ド三世伝」が書
かれたのは，このような環境においてである。英文とラテン文で同蒔にこの作品を書きながら，英
語の不備をラテン語の言葉と，古典修辞学から補足しようと試みたことは推察することができょ
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つ。
　中英語から近代英語への変化の特徴は，語彙の増加であった。それに比べれば，文法的構造の変
化はゆるやかなものであった。母国語にうまく表現できない言葉は，外国語をそのまま借用するこ
とになり，その結果ラテン語やラテソ語源のフランス語が混入することとなる。申英語期に英語奨
の半ばはロマン語化しているので，これらの借入はごく自然な形をとることができた。実際，ルネ
サンス・ヒ＝一マニストにとってラテン語は自在に駆使できる言葉であったので，英語の中に新た
にラテソ語をとり入れることは自然な成行きであった。「リチャード三世伝」は明らかにこのよう
な傾向を示している。一方，積極的にラデン語を導入する風潮に反対し，英語を純粋に保ち，外来
語の侵入から守ろうとする入々の主張も現われた．しかし，ラテソ語の導入は次の世紀まで続く一の
である。初期のラテソ語の英語化は衝学的なものではなく，全く必要から生じたものであった。こ
れらの借入語は廃語になったものもあるが，今日なお生き残って使われているものも数えきれな
い。このような視点から，モアの「リチャード三世伝」を詳細に吟味することによって，その意義
を検討することにする。　　　．
（2）
　今日ごく普通に使われるexplainという語は，実はモアの．「リチャード三世伝」の中で新しい
言葉として登場する。リチャードの王位纂奪を正当化しようと，バッキンガム公がギルドホールで
市民に向がって長々と述べる演説の中に，1‘For　lack　of　which　lawfull　accoupling，＆also　of　other
thinges，　whl　ch　the　said　worshipful　doctor　rather　signified　then　fully　explan．ed，……！・　2）とある。
このexplaneという動詞は，“to　give　details　of”の意で，現在のexplainのもっ基本的な語義と
殆ど一致する。explainの古い用法をOEDにょってあげてみよう。第一番鼠として，・“To　smooth
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
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out，　make　smooth，　take　out　roughness　from～’の定義があり，1549年のChalonerの例を引用して
いる。第；は，“To　open　out，　unfioldl　spread　out　f工ati”あるいは“To　rnake　plainly　visible．”と解
し，用例は十七世紀はじめのものである。第一，第二とも今日のexplainには当てはまらない。第三
の“To　unfold（a　matter）；to　give　details　of，　enter　into　details　respecting．”及び“To　make　P1ain
or　i　ntelligible；to　cl　ear　ef　obscurity　or　difficUlty”の場合が，現在に通用する意義で，しかも十六
世紀の用例が見出される屯のである。先に引用した「リチ；tl　一一ド三世伝」の中の“explaned”がそ
の中では最も古い例である。　’一
　ラテン文の申では，；t…quam　vt　ille　significaUit　potius　quam　explanault：…”と述べられてい
るところから，モアが量テン語のexplanareに相当する言葉としてexplaneを用いたことは明自
である。explanareはflatを意味するPlal1－usに接頭辞exを加えたもので，　pla皿・usはフランス
語のplainを経由してすでに十四世紀頃から英語に入り，　plein（e），　pley且（e），　playn（e）のような
形で，“fiat，　leve1，　even”の意味に用いられ，　plainの形で現代英語に残っている。ラテン語を英語に
導入する際に，exp1ainのようにすでにその一部が英語となっている場合は，殆ど何の抵抗もなく
受け入れられたであろう。その結果十六世紀にexplane’がいくつかの意味で試みられたことは．前
述のOEDの第一，算二，第三の定義に見る通りだが，これらの試みの中では第三のモアの「リチ
ャード三世伝」に見られるexplan．edの語義だけが定着し，日常語となったことは注目すべきこと
である。
　ラテン語のexplanaUitに対し英語でexplanedを用いたように，同じ行のsignificaUitには
signifiedをあて，“hinted　at”の意味をもたせようとしているeしかしsignifyをこの意味にあて
るのは，あまり一般化しなかったようであるeLまた，“…this　doctour　Sha　shoUld　in　a　sermon　at
PoUles　Crosse，　sygnifie　to　the　people，…”3）の文中に見られるsygnifieは，“announce”の意と受
けとれる。なお，signifyはexplainとは異り，十三世紀頃からすでに英語にとり入れられている。
　再び先の引用文“For　lack　of　whi⊆h　lawfull　accoupling，…”に戻つて，　accouplingについて検
討してみよう。accouple，　accOuplementはフランス語の借入語であり，十五世紀宋から記録されてい
るが，十七世紀の初め頃までで廃語’となる。accouplingは外来語accoupleに自国語の語尾一ingを
加えたもので，モアは“u皿on　in　marriage”の意の名詞として用いているが，その後広く使用され
るには至らなかっ’たよ’うであるeOEDはaccoupli皿9の唯一の用例としてモアのこの文をあげてい
る。消滅してしまった語とは言え，語彙を豊かにしようとする努力のあと渉見られる自由な造語の
一例として考えてさしつかえ・ないであろう。
1同じく現代英語としては残らなかった語であるが，十六・七世紀にはかなり普及していた語として
注目すべき語の一つにreddivationがある。“…that　there　is　as　phisicians　saye，＆as　we　also
finde，　double　’the’　perill　in　the　recidiuacioエ1，　that　was　in　the　first　sicknes，…7！　4）身の危険を感じて
サンクチュアリへ逃げこんだ王妃エリザベスが，幼い王子ヨーク公リチ，te　一ドを，病気を理由に引
き渡そうとしない場面である。ラテソ丈中の‘．‘in　morbum　recidere”と対比してわかるように，モ
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アはrecidiuacioエ1に“relapse　in　a　sic㎞ess”の意味を与えている。この意味で用いられた初例と
してOEDはこの文をとりあげている。前述のexplaロeがラテン語explanareから移されたのと
全く同様に，ラテン語recidereから英語recidivationが引き出されたと考えられる。．ラテン語を
英藷風に語尾変化させ，英語の中に自然にとけこませようとしている。このような例はこの作品の
随所に見らi毛る。
　モプ渉ラテソ語からとりいれ，しかもexplainの場合と同様に今日の日常語となった顕著な一例
としてpretextを見逃すわけにはいかない。“outward　display”を意味するラテン語のpraetextus
から英語のpretextが生ずる。“But　the　duke　not　endurynge　so　longe　to　tarye，　but　entending
vnder・pret・xt・・f・di・cen・i・n・and・d・b・te　a・i・yng’・　in．the　realm・，…・・）このpret・xt・はラテン文
中のpraetextuに対応する。また，“The　coloure＆♪retext　wherof　cannot　be　wel　perceiued，…”6）
のpretextも同様である。ただここでは“coloure＆Pretext”と同義語を繰り返して意味を明解に
しようとしている。colourはME期にフランス語から、入って，当時かなり広い意味に使われており，
“ashow　of　reason，　pretexV！のような比喩的な用法，あるいは今日そのままの形が残っている
s‘under　colour　of”のような慣用句・もすでに用いられていた。　ttcoloUre＆pretext”のような同義語
の重複は，他の部分にもしばしば見られる。これまでに使われてきた君葉をあらためて確認し，同
時に新しい語を殆ど無理なく導入しているのである。7）pretextは「リチャード三世伝」申に繰り
返し見られるが，上の例にもある“under　pretext　of”は現代英語の慣用句ともなっているes）
（3）
　モアはリチャードの陰険な性格を，“Hee　was　dose．and　secrete，　a　deepe　dissimUler，；・一”　9）と描
写している。dissimulerはdissemblerの意であり，今日では用いられていない語であるe動詞の
dissimuleと共に，古くはチョーサーの作品の中に見られ，10）十六世紀頃までは盛んに用いられた。
dissimuleはやがてdissimil1，そしてmのあとにbが加わる変化でdissimble，その後，母音の変化
によって今日のdissembleとなった。　dissimuleはラテン語のdissimUlare（to　disgUise，　concealの
意）に由来し，ME期にフランス語を通して入った借入語と見られるのに対し，　diss　embleはフラ
ソス語の中に対応する語が見当らない。シェイクスピアの作品中にdissembleはしばしば見られる
が・dissimuleは出てこない。モアの「リチee．・一ド三世伝∫には，他に｛lissimU　lingの形が見られ
る。11）ところが”…some・of　those　that　came　thyther　withL　the　duke，　nGt．a1）1e　to　dissemble、theyr
sorow・…”12）に見られるように，動詞はdissiエnu・1eでなく，　dissembleを用いている。　OEDは
dissembl・のもつ意味の一つを・・‘‘T・alt・…di・gUise・th・・semblance。f（・n・’・Character，　a．feeling，
design　or　action）so　as　to　conceal，　or　deceive　as　to，　its　real　nature；to　9三ve　a　false　or　feigned
semblance　te；to　cloak　or　disguise　by　a　feigned　apPearance．”と定義し，モアの「リチャード三
世伝」のこの部分をその初例としてあげている。・シェイクスピアの．「リチャード三世」の中で，冒
頭のグ揖スター公リチャードの独白，“1，that　am　curtaiPd　of　this　fair　propertion，　／　Cheated　of
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feature　by　dissembling　natu・rel”13）のdissemblingも，臨終の床にあるエドワード四世の，リヴ
ァースとヘイスティソグスに向けた言葉，｛‘Dissemble　not　youl‘hatred，　swear　your　love．1・　14）の
dissembleも，モアの用いたdissembleと同じ意味で使われていると見られよう’e
　十六世紀には・dissimuleとdissembleは両方とも使われ，上述のようにdissimuleは次第に
dissembIeにとってかわられることになる。　OEDがあげているdisse血bleの用例はその殆どがモ
アの「リチー”　一ド三世伝」以後のものであるが，’勿論それだけでこの語がモア以前には使われなか
ったもので，モアが「リチャード三世伝」の中で初めて試みた語であるかどうかは断定できない。
しかし少くとも，新しい感じを与える言葉，前の世紀には使われていなかった言葉を試みることに
よって，語彙の充実に貢献したと言うことはできるであろう。チ。　’一サー・やキャクストンが用いて
いたdissimule，　dissimuler，　dissimuling等が，モアの作品の中ではdissimuler，　dissimulingを残
しながらも，dissimuleにかわってdissembleが現われ，シェイクス、ピアで嬉dissemble，　dissemb1－
lngとなっている点は，モアの「リチ1・　一ド三世伝」が近代英語成立更の一道標であることを示す
ものと言えよう。ユ5）
　王位を奪ったリチャードは，王子エドワードとその幼い弟ヨー一　4公リチr，一ドの殺害をティレル
．に命ずる。ティレルは，血腱いことにかけては名うてのフォレストとダィトンにこの残虐な行為を
遂げさせる。モアの英交を引用しよう。
　“To　the　execucion　wherof，　he　appointed　Miles　Forest　one　of　the　foure　that　kept　them，　a
felowe　fleshed　in　murther　before　time．”16）
　ラテン文はリチャードの戴冠のところまでしか書かれていないので，この部分は英文のみであ
るe’p文では王子達の殺害と，バッキンガム公の謀反までが加わっている。シェイクスピアの「リ
チャード三世」では，第四幕第二場及び第三場にあたる。次にシェイクスピアから，ティレルの独
白を引用する。
　　　“Dighton　and　Forrest，　whom　I　did　suborn
　　　To　do　this　tuthless　piece　of　butchery，
　　　Although　they　were　flesh’d　viUains，　bloody　dogs，
　　　Melting　with　tenderness　and　kind　compassion
　　　Wept　like　two　children　in　their　deaths’sad　stories．”17）
ここでflesh’dは“inured　to　bloodshed”の意味で用いられている。名詞のfleshはOEのfla∋sg
から来ているが，これが動詞として用いられるようになるのは十六世紀に入ってからである。フラ
ンス語のacharner，　acharn6のように，　fleshが「猟犬，鷹等に獲勃の肉を味わせて刺激する」意
から，「血腫い虐殺や戦争に兵を慣らす」意ともなり，1上の例のようなfleshedという形容詞が誕
生する。OEDはシ＝イクスピァのこの行をこの意味での最初の例としてあげているが，実は前の
引用文中（afelowe　fleshed　in　nlu・rther）に見られるように，モァの「リチャード三世伝」の中で
すでに使われている言葉である。しかも全く同じ内容を表わしている部分である。
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　“afelowe　fleshed　in　murther”や1‘flesh’d　Villains”のfleshのように，本来名詞であった言葉
を動詞として用いるような範曝の自由な転換は，ルネサソス期の英諮の特徴の一っであった。それ
はかなり大胆な造語法であった。このような柔軟性は現代英語にまで引き継がれることとなる。十
六世紀の初頭にモアがすでにこのような表現をしている点を見落してはならない。
　ところで，モアの英丈の「リチャード三世伝」の最も信頼すべき版本は，1557年にモアの甥にあ
たるW・　Rastellに’よって嵐されたThe研b勉θs｛ヅSか勤o輿αs伽プθ17PTry　tten’　by　lli”z　in　the　English
Toπgueである。これが出版される以前には二つの年代記の中に不完全な形で組み入れられていた。
その．一つは1543年にR・　Graftonが∫・HardyngのTlte　Ch　ronicleに著者モアの名を記さずにとり
入れて出版したものであり，もう一つはモアの名が記されている1548年のE．Hal1のThe　Union　ef
The　Ttvo　Neble＆lllustre．Eam　elies．　of．Lancastre＆Yo　rleeである。1577年のHo！inshedのC加o－
niclesは，　Rastel1の版本に従ってy・る。、シ＝イクスピアは「リチャード三世の悲劇」の題材をこ
れらの年代記から得ている。18）
（4）
　この小論は・Yale版の銑θ彫s∫o，ツげ盈｝291～≠‘加毎1πによっているが，この版のi英文は，前
述の1557年のRastell版をもとにしている。　W．．　Rastellはモアの草稿を直かに基礎としたとことわ
っている。綴字，句読点も，Raste11版を通して．　Yale版は組まれているので，十六世紀の綴字法
の様相を・のみならず，恐らくは多分にモア自身の綴字法を，．各頁に見ることができよう。冒頭の
一節を引用してみるe
　“Kyng　Edwarde　of　that　name　the　fowrth，　after　y　t　hee　hadde　lyued　fiftie　and　three　yeares，
seuenエnenethes，　and　sixe　dayes，　and　thereρf　reygned　two　and　twentye　yeres，　one　moneth，　and
eighte　dayes・dyed　at　Westmynster　the　nLy且th　daye　of　April1，　the　yere　of　oure　redempcion，　a
thowsande　foure　houndred　foure　score　and　three，　leaUi，nge　muche　fayre　yssue，　that　is　to　witte，
Edwarde　the　Prynce・athirtene　yea肥of　age：Richarde　duke　o｛Yorke，　two　yeare　younger：
Elizabeth・　whose　fortune　and　grace　was　after　．to　bee　Quene，　wife　vnto　kinge　Henrie　the　seuenth，
alld　mother　vnto　the　eighth：…”19）
　一見して綴字法は全く自由気儘であり，現代英語の統一された綴字を見なれた目には，煩わしい’
感じさえ与える。Kyng・　lyued，／　reygned，　dyed，　West皿ynster，　nynth，fayre，　yssue，　Prynceのよう
に・今日iと綴るところをyを用いるのは当時ごく．普通のことであった。しかし同じ語が別の場所
ではking・princeのように綴られてもいるe　kingはまたkingeであったりする。語尾屈折による
一eは次第に発音されなくなると同時に，綴字から消えたり，あるいはまだ形だけそのまま残って
いたり全く恣意的なのである。また・現代英語でvと書くところにuが用いられ（1yued，　Ieauinge），
uを用いるところにvが現われたりする（ynto）。　uとVの聞にはづきりとした区別が定められる
のは，この後一世紀を待たねぱならない。
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　一行目のytはthatの短縮形であり，　theはしばしばy艦で表わされる。　ME期からすでに，
ルーン交字の♪（thorn．）にかわってth・が用いられるようになっていたが，♪はyという形となっ
て古体として生き残り，かなり後まで使われる。次に，“yl　hee　hadde　Iyued…’Jのheeはheで
あり，OE以来heの基本形は殆ど常にheの形をとっている。　heeが生じたのはおそらく強調によ
るものであろうとOEDには述べられているが，この場合は他のheと全く同様に用いられている
とみてよいであろう。yearsについても，上の例交中に見られるだけでもyeares，　yeres，　yeareと
一定していない．なお，複数語尾はこのyearesのように一・eesをとる形が多いが，－sもかなり見
出される。redempcionに見られるように，－tiOnはまだ一cionと綴られている。他にも，　affeccion，
ambicion，　dissencion，耳｝iscoロstrucciol1等20）同様であるe－cionはMEにおけるフラソス借入語の
語尾であり，これが十五世紀頃から次第にラテン原語の綴字一tionに置き換えられる傾向が現われ
るといわれるが，ここではME以来の綴字Lcionが用いられている。21）1
　このようにわずか数行をとりあげただけでも，当時の綴字法の多様さがみられ，収拾が困難に思
えるほどである。引用交を拡げれば更に種々の例に出会うであろう。iμste，　reiectedのように今日
のjはiで表わされている。dissensionがdiscencion，　enticin9がintisingと綴られ，　sとc，　c
とsの混乱がみられる。illtendingがentending，　inducedがindused，　enduced，また，“treat”の
意味でentreate，　intreateなど，　in一とen一についても同様に不安定である。　thenとthaエ1も混用
されている。大交字の使用例も，文頭及び国有名詞にみられる外に，その他の名詞にも時々あらわ
れる。例えば，“The　Lordes　whom」e　he　knewe　at　Varyaunce，…”“…for　hys　Trybu．te　ou．te　of
Fraunce…”“…and　sente　Venson　from　thence　so　frelye　i且to　the　Citye，…”などに見られる通りで
ある。22）
　次に，“…should　alwaye　bee　hable　to　rule…”鋤のllableは現代英語のableで，ラテン語
habi1－emから来るフラソス語のhable（現代フランス語のhabile）からME期に英語に導入され
たものである。最初英語に入った段階から諦頭の無音の｛h’は消失して，able，　abyl，　abill等の形
をとっていたが，語源に遡れば‘h’が必要であるところから，古典の素養のあるルネサンスの学者
達はableよりもh……bleを好んだようである。“ki　ngdom”の意のrea1皿は，　realme，　realmの形で
何度も用いられている語であるが，この‘Pもhableの‘h’と同じように，．ラテソ語の語源に遡っ
て必要とみとめ，後から加えられたものである。フランス語から入った初期にはreaume’であっ
た。realmの形が十六世紀頃に殆ど定着し，今日まで引き継がれているd“And　she　said　also　y　t　it
was　not　princely　to　mary　hys　ow皿e　subiect，…”盟）のsubiectも同様の例として考えることができ
よう。OF　suget，　sogetから借入された初期には，　sogett（e），　sugett（e），　soget，　sug（9）et等の形で
あったが，ラテ’ン語のsubject・usに倣って，　subgit，　soubgitやsubiect，　subgiect等の形が平行し
て使われるようにならた。チョーサーではsubgitが用いられている。25）モアでは完全にラテン化．
した綴字subiectが用いられているが，問時代には上述のような種々の形がとられていて，やがて
十六世紀の終り頃にはsubiectが優勢となり今日のsubjectに至る。　　　　　　　．　L’
一　136一 県立新潟女子短期大学研究紀要　第12集　1975
　aduysej　adUise・aduenture，　aduertised，　aduertisemente等に見られる・d・についても殆ど同じ
ことが言える。これらはフランス語auis，　avlse－r，　auenture，　avertiss，　avertissmentからの借入語
であるがラテン語のadVisum，・adventura，　advertereに倣って‘d・を入れ，やがてそれが英語に定
着することになる。チョ　’一サーでは‘d’の入らない形avys，　aventureが見られるが，　td，の挿入は
十四世紀頃力・’迹≠ｭも見られ，十六世紀にはtd’が優i勢で定着しつつある。’このようにかなり古い
時期の綴字のラテソ化は，フランス人の写字生の残したも．のである場合も多く，それがルネサンズ
期の古典研究の勃興と共に一層顕著となるe26）
　現代英語のfaultが・借入された当時のフランス語のfauteではなく語源に照らし合わせたCl’
をfJPkることになったのも・kの翻と同じよう岬厭よる・フランス融身が・Pをとり入れ，
英語はこれに倣ったものとみられている．しかし「リチャード三世伝」の4・では，・…and　fin、lly。
we「h・e　f・uty・w・・e　h・・f・Ultlesse・…1’や“…P・ince　c1・n・＆f・utles。f・himself・のようにどちら
の形も用いられている・27）d・ubtもまたd・ubtu・u・となっt・・D，　d。ut・となっ効・blの挿入は＿
定していない・モアのラテン刻・に1・ま・それぞれ、dubiu・，　dubit・が用いられているが，英文に｝ま
d°ubtでなくd。ut・槻られるのは，英語の綴字にラテン語化の雛耳が特｝硯われているわけで1＋：k
ないことを示’している。また・fau2tlesse，　dou並tuousと綴られていても，1やbは発音されていた
わけではない。28）
（5）
　　「リチャード三世伝」の英語が・大きくラテン語に影響され，それ槻代に伝えていること観
てきたeこの作品が交学作品として卓れているか否かが問われるところであるが，未完成作品であ
るばかりでなく・蝉難解であり・時｝改体はごてごてと長文になり不体裁だと創。れる．この
点・モア自身の英語の「文体紹」であったことは争われないところで，彼がいカ・にし七良嘆文
を創作しようと試みた苦心の跡といえよう。しかし半面，簡潔で力強い叙述のくだりも多く，そし
噸わしく脹な部分は）　“6典修講をi莫したと見られ碓格のものである．モアの「リチャード
三世」を介して，シェイクスピアの「リチャード三世」への影響という文脈で，モアの英語の役割
を更に吟味すべきであろう・また一方・チ・一サーの籍を受けっいだ立場としてのモアの英語を
更に明らかにすることなしにモアの英丈を評価することはできないであろうe
注
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